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甲
南
女
子
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
伝
慈
円
筆
本
古
今
和
歌
集
上
（
下
）」
二
帖
は
、
巻
頭
に
真
名
序
と
仮
名
序
を
付
し
、
一
一
一
一
首
（
墨
滅
歌
十
一
首
を
含
む
）
で
一
首
も
欠
け
て
い
な
い
完
本
で
あ
る
。
歌
数
や
墨
滅
歌
を
巻
末
に
ま
と
め
て
い
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
等
か
ら
、
一
般
に
流
布
し
て
い
る
定
家
本
系
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
書
写
年
代
は
鎌
倉
初
中
期
と
鑑
定
さ
れ
、
定
家
自
筆
本
で
は
な
い
も
の
の
、
定
家
存
命
（
一
一
六
二
〜
一
二
四
一
）
中
の
書
写
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
類
推
す
る
と
、
親
本
は
定
家
自
筆
本
か
、
あ
る
い
は
定
家
自
筆
本
か
ら
さ
ほ
ど
書
写
を
重
ね
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
、
い
ま
だ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
初
期
の
定
家
本
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
定
家
は
、『
明
月
記
』
の
記
述
な
ど
か
ら
、
生
涯
十
七
度
『
古
今
和
歌
集
』
を
書
写
し
た
こ
と
は
判
明
し
て
い
る
が
、
現
在
伝
わ
る
自
筆
本
二
本
は
、
定
家
六
十
二
〜
五
歳
の
⑴手
で
あ
り
、
若
い
頃
の
書
写
本
ま
た
は
そ
の
古
い
転
写
本
は
見
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。該
本
（
甲
南
女
子
大
学
本
）
は
、
書
写
年
代
の
古
さ
以
外
に
も
真
名
序
を
具
備
し
、
巻
頭
に
置
い
て
い
る
と
い
う
大
き
な
特
徴
を
も
つ
。
現
存
す
る
定
家
自
筆
本
は
、
二
本
と
も
真
名
序
を
有
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
真
名
序
が
、
親
本
で
あ
る
初
期
の
定
家
本
に
元
々
備
え
ら
れ
て
い
た
も
の
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、
巻
頭
に
あ
り
仮
名
序
や
和
歌
と
同
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
初
中
期
書
写
の
真
名
序
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。
真
名
序
の
古
い
伝
本
は
数
が
少
な
く
、
甲
南
女
子
大
学
本
の
持
つ
真
名
序
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
ど
の
よ
う
な
性
格
な
の
か
興
味
深
い
。
今
回
翻
刻
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
。
以
下
の
通
り
の
順
で
解
説
し
て
行
き
た
い
。
一
、
甲
南
女
子
大
学
本
の
書
誌
二
、
甲
南
女
子
大
学
本
真
名
序
翻
刻
と
他
本
と
の
異
同
三
、
特
徴
一
、
甲
南
女
子
大
学
本
の
書
誌
該
本
は
、
上
下
二
帖
と
も
縦
一
五
・
九
糎
、
横
一
四
・
六
糎
の
枡
形
本
。
列
帖
装
。
料
紙
は
鳥
の
子
（
斐
紙
）。
表
紙
は
藍
色
雲
鳥
花
宝
尽
く
し
模
様
の
緞
子
地
で
、
江
戸
時
代
に
付
け
替
え
ら
れ
た
後
補
表
紙
。
外
題
は
、
藍
色
の
雲
紙
の
題
簽
で
、
左
上
隅
に
「
古
今
和
歌
集
上
」（
下
）
と
あ
り
、
室
町
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
外
題
の
題
簽
は
、
室
町
時
代
に
付
け
替
え
け
ら
れ
た
表
紙
の
一
部
で
あ
っ
た
か
。
表
紙
は
、
鎌
倉
初
中
期
の
原
表
紙
か
ら
、
少
な
く
と
も
二
度
替
え
ら
れ
て
い
る
か
。
見
返
し
は
、
金
銀
箔
の
野
毛
散
ら
し
。
こ
れ
は
鎌
倉
期
の
当
初
の
も
の
か
。
上
下
二
帖
に
分
か
た
れ
、
真
名
序
仮
名
序
は
冒
頭
に
位
置
す
る
。
真
名
序
の
漢
字
部
分
は
一
行
十
一
か
ら
十
三
文
字
で
、
一
面
八
行
書
き
。
和
歌
部
分
は
和
歌
二
行
書
き
で
一
面
十
一
行
書
き
。
「
古
今
和
歌
集
上
」
は
、
十
括
り
。
巻
頭
に
一
丁
、
巻
末
に
二
丁
の
遊
紙
。
第
十
括
り
め
の
最
後
の
一
丁
は
、
裏
表
紙
と
見
返
し
の
間
。
墨
付
は
一
〇
九
丁
。
「
古
今
和
歌
集
下
」
は
十
括
り
。
巻
頭
に
一
丁
、
巻
末
に
三
丁
の
遊
紙
。
第
一
括
り
の
最
初
の
一
丁
は
、
表
紙
と
見
返
し
の
間
に
挟
み
、
第
十
括
り
め
の
最
後
の
一
丁
は
、
表
紙
と
見
返
し
の
間
に
挟
み
込
ん
で
あ
る
。
墨
付
は
一
〇
六
丁
。
他
に
正
筆
書
と
極
札
が
各
一
枚
、
計
二
枚
付
く
。
﹇
正
筆
書
﹈
見
返
し
の
次
、
遊
紙
右
端
に
貼
り
付
け
「
六
半
本
古
今
集
全
二
冊
外
題
は
甲
南
女
子
大
学
蔵
本
『
古
今
和
歌
集
』
真
名
序
の
翻
刻
と
性
格
米
田
明
美
（１）
慈
鎮
和
尚
真
蹟
和
歌
所
堯
孝
法
印
」
﹇
極
札
﹈
古
筆
了
延
（
七
代
目
）
表
「
慈
鎮
和
尚
古
今
和
歌
集
全
部
二
冊
年
乃
う
ち
に
琴
山
印
」
裏
「
古
和
謌
者
六
半
本
乙
卯
十
二
や
万
と
哥
」
正
筆
書
を
記
し
た
鑑
定
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
藍
色
の
雲
形
模
様
入
り
の
美
し
い
小
片
で
あ
り
、
ぎ
ょ
う
こ
う
お
そ
ら
く
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
外
題
の
筆
者
と
す
る
堯
孝
は
、
明
徳
二
（
一
三
九
一
）
年
生
ま
れ
で
頓
阿
の
曾
孫
、
法
印
権
大
僧
正
に
至
る
。
足
利
義
教
の
信
任
厚
く
、『
新
続
古
今
和
歌
集
』
の
和
歌
所
に
推
挙
さ
れ
て
い
る
。
該
本
の
題
簽
は
藍
色
の
雲
紙
で
、
室
町
時
代
に
よ
く
用
い
ら
れ
た
表
紙
の
特
徴
を
表
し
て
お
り
、
そ
の
表
紙
の
外
題
を
切
り
取
り
題
簽
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
外
題
の
筆
者
が
堯
孝
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
判
断
し
難
し
い
。
極
札
は
、
古
筆
七
代
目
了
延
（
一
七
〇
四
〜
一
七
七
四
）
の
極
め
た
も
の
で
、「
乙
卯
十
二
」
は
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
十
二
月
で
あ
る
。
伝
承
筆
者
の
「
慈
鎮
」
は
慈
円
の
こ
と
で
、
慈
鎮
は
諡
号
で
あ
る
。
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
僧
で
あ
り
、
藤
原
忠
通
の
子
で
、
天
台
座
主
を
四
度
勤
め
て
い
る
。
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
田
中
登
氏
に
よ
る
と
、
・
筆
者
に
つ
い
て
古
筆
家
第
七
代
の
古
筆
了
延
の
極
札
に
慈
鎮
（
慈
円
慈
鎮
は
諡
号
）
と
あ
る
が
、
彼
の
筆
跡
は
和
歌
懐
紙
が
伝
存
す
る
が
、
そ
れ
と
比
較
し
て
該
本
は
必
ず
し
も
同
筆
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
書
風
は
慈
円
風
で
あ
り
、
慈
円
よ
り
や
や
後
代
の
人
が
、
慈
円
の
書
風
に
習
っ
て
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
・
一
首
の
和
歌
を
二
行
で
書
く
際
、
五
七
五
で
一
行
、
七
七
で
一
行
と
、
上
句
・
下
句
を
は
っ
き
り
と
一
行
ず
つ
書
き
分
け
る
の
は
定
家
以
後
に
定
着
し
た
書
き
方
で
あ
る
が
、
該
本
で
は
、
四
句
目
の
七
が
一
行
目
に
き
て
い
た
り
、
三
句
目
の
五
が
二
行
目
に
回
っ
た
り
と
一
定
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
書
式
は
、
鎌
倉
中
期
以
前
の
古
い
形
を
示
し
て
い
る
。
以
上
、
書
風
と
書
式
か
ら
、
甲
南
女
子
大
学
本
は
、
お
よ
そ
鎌
倉
の
初
期
か
ら
中
期
頃
（
一
二
二
〇
〜
一
二
四
〇
）
の
間
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
鑑
定
さ
れ
た
。
二
、
甲
南
女
子
大
学
本
真
名
序
翻
刻
と
他
本
と
の
異
同
該
本
は
真
名
序
を
巻
頭
に
置
く
。
五
丁
表
裏
分
で
、
墨
筆
の
異
本
注
記
と
朱
筆
の
異
本
注
記
（「
イ
」
の
有
無
と
合
点
の
有
無
と
で
四
種
に
分
け
ら
れ
る
）
を
合
せ
持
ち
、
こ
れ
ら
が
該
本
の
書
写
者
と
同
筆
な
の
か
否
か
な
ど
は
、
今
の
と
こ
ろ
判
断
つ
か
な
い
。
今
回
こ
の
翻
刻
と
と
も
に
、
他
本
と
の
異
同
を
挙
げ
て
お
く
。
用
い
た
諸
本
と
略
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
筋
切
…
縦
に
銀
線
の
入
っ
た
料
紙
で
あ
る
の
で
、「
筋
切
」
と
称
す
る
。
筆
者
は
藤
原
定
美
で
、
久
曾
神
昇
氏
に
よ
る
と
康
和
三
（
一
一
〇
一
）
年
ご
ろ
の
書
写
か
。
上
帖
は
、
最
初
に
真
名
序
、
次
に
仮
名
序
が
あ
り
、
巻
一
か
ら
巻
十
ま
で
完
存
し
て
い
る
。
下
帖
は
、
す
べ
て
分
割
せ
ら
れ
、
部
分
的
に
断
簡
と
し
て
存
し
て
い
る
。（
書
藝
文
化
新
社
『
和
漢
墨
寶
選
集
第
二
十
六
巻
藤
原
佐
理
筋
切
真
名
序
・
仮
名
序
』
か
ら
影
印
本
）
筋
清
輔
保
元
二
年
本
…
保
元
二
（
一
一
五
七
）
年
に
藤
原
清
輔
が
書
写
し
た
も
の
の
転
写
本
で
あ
る
が
、
奥
書
に
よ
る
と
元
弘
（
一
三
三
一
）
以
前
の
鎌
倉
中
期
こ
ろ
の
書
写
、
加
賀
の
前
田
家
所
蔵
。
現
在
尊
経
閣
文
庫
蔵
。
仮
名
序
・
真
名
序
を
具
備
す
る
が
、
六
箇
所
の
欠
脱
が
あ
り
、
完
本
で
は
な
い
。
真
名
序
は
巻
末
に
置
く
。（
尊
経
閣
叢
刊
『
古
今
和
歌
集
清
輔
本
』
か
ら
複
製
本
）
前俊
成
建
久
二
年
本
…
建
久
二
（
一
一
九
一
）
年
に
俊
成
が
書
写
し
た
も
の
の
転
写
本
で
、
上
帖
の
奥
書
に
よ
る
と
建
長
三
（
一
二
五
一
）
年
書
写
。
穂
久
邇
文
庫
蔵
。
真
名
序
・
仮
名
序
と
も
に
揃
う
が
、
巻
一
（
春
上
部
）
な
ど
に
脱
落
が
み
ら
れ
、
完
本
で
は
な
い
。
真
名
序
は
巻
頭
に
置
く
。（
日
本
古
典
文
学
会
『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
古
今
和
歌
集
』
か
ら
影
印
本
）
俊
定
家
貞
応
二
年
本
…
貞
応
二
（
一
二
二
三
年
）
年
七
月
に
定
家
が
書
写
し
た
本
の
系
統
。
御
子
左
家
の
二
条
家
の
古
今
伝
授
に
用
い
ら
れ
た
た
め
、
最
も
広
く
流
布
。
両
序
を
持
つ
が
、
真
名
序
甲南女子大学研究紀要第 48号 文学・文化編（2012年 3月） （２）
は
巻
末
に
付
く
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
に
、
覚
尊
法
印
（
為
家
の
息
子
）
が
書
写
し
、
文
永
四
（
一
二
六
八
）
年
四
月
に
為
家
が
校
合
し
た
本
が
あ
る
。（
朝
日
新
聞
社
『
冷
泉
時
雨
亭
叢
書
』
か
ら
影
印
本
）
定
清
輔
本
系
に
は
、
他
に
永
治
二
年
本
と
し
て
、
源
家
長
が
建
仁
元
（
一
二
〇
一
）
年
書
写
し
た
本
の
転
写
本
と
し
て
、
宮
本
本
（
鎌
倉
前
期
書
写
重
要
文
化
財
）
が
あ
る
が
、
両
序
を
有
す
る
も
の
の
、
真
名
序
は
奥
書
の
後
に
記
さ
れ
て
お
り
、
家
長
が
書
写
し
た
清
輔
本
に
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
永
暦
二
（
一
一
六
一
）
年
に
俊
成
が
書
写
し
た
本
の
転
写
本
と
し
て
、
両
序
を
有
す
る
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
蔵
本
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
真
名
序
は
他
本
か
ら
補
っ
た
も
の
な
の
で
、
今
回
は
用
い
な
い
。
猶
、
朱
筆
の
傍
記
に
つ
い
て
は
、
文
字
の
下
に
「
※
」
を
付
す
。
ま
た
朱
筆
の
中
で
合
点
の
付
し
て
あ
る
も
の
に
は
、
判
別
で
き
る
も
の
に
限
り
「
ヽ
」
を
付
け
た
。
翻
刻
１
オ
古
今
和
謌
集
序
ナ
シ
│
紀
淑
望
俊
定
夫
和
謌
者
託
其
根
於
心
地
發
其
者
│
ナ
シ
前
花
於
詞
林
者
也
人
之
在
世
不
能
無
為
思
慮
易
遷
哀
楽
相
變
感
生
形
イ
詞
イ
於
志
詠
彰
於
言
是
以
逸
者
其
巌
彰
│
形
筋
俊
定
前
其
巌
│
其
聲
俊
定
｜
其
詞
筋
前
楽
怨
者
其
吟
悲
可
以
述
懐
可
以
發
 
※
憤
動
天
地
感
鬼
神
化
人
倫
和
夫
婦
莫
宜
於
和
謌
〃
〃
有
六
義
一
曰
風
１
ウ
二
曰
賦
三
曰
比
四
曰
興
五
曰
雅
六
曰
頌
若
夫
春

之
囀
花
中
秋
蝉
之
吟
囀
│
轉
（
左
横
「
囀
」
傍
記
）
定
吟
│
鳴
（
右
横
「
吟
」
傍
記
）
筋
樹
上
雖
無
曲
折
各
發
謌
謡
物
皆
有
之
自
然
之
理
也
然
而
神
世
七
代
時
質
七
代
│
七
代
之
前
人
淳
情
欲
無
分
和
謌
未
作
逮
干
素
戔
鳥
尊
到
出
雲
國
始
有
三
十
一
字
鳥
│
鳴
筋
ナ
シ
│
出
・
雲
（「
・
」
の
右
横
「
之
」
傍
記
）
筋
始
│
初
（
右
横
「
始
」
傍
記
）
筋
有
│
ナ
シ
前
之
詠
今
反
謌
之
作
也
其
後
雖
天
神
反
│
返
筋
前
之
孫
海
童
之
女
莫
不
以
和
謌
通
情
孫
│
絲
（
右
横
「
孫
」
傍
記
）
筋
２
オ
者
爰
及
人
代
此
風
大
興
長
謌
短
謌
者
│
者
也
筋
｜
之
前
掟
頭
混
本
之
類
雑
躰
非
一
源
流
漸
掟
│

筋
前
｜
旋
俊
定
生
自
繁
譬
猶
拂
雲
之
樹
〇
寸
苗
之
煙
浮
天
之
波
起
於
一
滴
之
露
至
如
難
波
津
之
付
献
天
皇
冨
緒
河
之
篇
報
太
子
或
事
開
河
│
ナ
シ
定
開
│
関
筋
前
之
※
神
異
或
興
入
幽
玄
但
見
上
古
〇
※
謌
多
ナ
シ（
朱
筆
〇
右
横「
之
イ
」傍
記
）│
之
筋
後
前
軆
イ
存
古
質
之
語
未
為
耳
目
之
翫
徒
為
存
│
ナ
シ
（「
多
古
」
の
間
右
横
「
存
」
傍
記
）
筋
質
│
質
（
右
横
「
賢
」
傍
記
）
筋
語
│
躰
前
之
イ
之
イ
教
戒
之
端
古
〇
天
子
毎
良
辰
美
景
詔
〇
│
之
前
天
子
│
天
子
斯
筋
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ウ
侍
臣
預
宴
筵
者
献
和
謌
君
臣
之
情
臣
預
宴
│
宴
預
筋
由
斯
可
見
賢
愚
之
性
於
是
相
分
所
以
斯
│
是
筋
随
民
之
欲
擇
士
之
才
也
自
大
津
皇
子
隨
│
隨
之
筋
之
初
作
詩
賦
詞
人
才
子
慕
風
継
塵
家
移
彼
漢
〇
之
字
化
我
日
域
之
俗
民
業
字
│
文
俊
｜
字
（
右
横
「
宗
」
傍
記
）
筋
化
│
他
前
定
日
域
│
日
本
國
（「
本
」
右
横
「
域
之
」
傍
記
）
筋
一
改
和
謌
漸
衰
然
猶
有
先
師
柿
本
柿
本
│
柿
下
俊
大
夫
者
高
振
神
妙
之
思
獨
歩
古
今
之
之
イ
間
有
山
邊
赤
人
者
並
和
謌
〇
※
仙
也
其
餘
〇
│
之
前
俊
３
オ
業
和
謌
者
綿
〃
不
絶
及
彼
時
變
澆
澆
漓
│
繞
醨
（「
繞
」
右
横
「
澆
」
傍
記
）
筋
ヽ
醨
※
漓
人
貴
奢
淫
浮
詞
雲
興
艶
流
泉
涌
以
イ
※
ヽ
獨
以
※
有
其
實
皆
落
其
花
孤
榮
至
〇
好
色
之
皆
落
│
皆
以
落
前
孤
│
獨
筋
｜
獨
（
右
横
「
弧
」
傍
記
）
俊
｜
獨
以
前
ヽ
之
イ
※
之
※
家
以
此
為
花
鳥
之
使
乞
食
之
客
以
此
以
比
│
以
之
前
乞
食
之
│
乞
食
前
為
活
計
之
謀
故
半
為
婦
人
之
右
難
進
謀
│
媒
筋
前
大
夫
之
前
近
代
存
古
風
者
纔
二
三
人
大
夫
│
丈
夫
定
而
巳
然
長
短
不
同
論
以
可
辯
花
山
僧
而
巳
│
ナ
シ
筋
俊
定
ヽ
謌
※
正
尤
得
謌
躰
然
其
詞
花
而
少
實
如
圖
然
其
│
其
甚
華
（
右
横
「
然
歌
其
躰
」
傍
記
）
筋
｜
其
前
詞
│
歌
前
｜
躰
（
右
横
「
詞
」
傍
記
）
俊
少
│
小
俊
３
ウ
畵
好
女
徒
動
人
情
在
原
中
将
之
謌
其
情
有
餘
其
詞
不
足
如
萎
花
雖
少
彩
林
※
色
而
有
薫
香
文
屋
康
秀
謌
文
琳
文
屋
康
秀
謌
│
ナ
シ
筋
定
｜
文
室
康
秀
（「
文
室
」
右
横「
号
文
琳
」傍
記
）俊
｜
文
屋
康
秀
詞
物
然
前
文
琳
│
ナ
シ
俊
｜
文
林
前
ヽ
也
※
巧
詠
物
然
其
躰
近
俗
〇
※
如
買
人
之
着
鮮
衣
宇
治
山
僧
喜
撰
之
謌
其
詞
華
喜
撰
│
撰
喜
筋
定
之
│
他
本
ナ
シ
謌
其
詞
華
麗
│
謌
甚
美
麗
筋
｜
其
詞
甚
華
麗
俊
｜
詞
甚
華
麗
前
｜
其
詞
華
麗
定
麗
而
首
尾
停
滞
如
望
秋
月
遇
暁
雲
停
│
渟
（
右
横
「
停
」）
俊
少
野
小
町
之
謌
古
衣
通
姫
之
流
也
然
少
野
│
小
野
筋
前
俊
定
小
町
│
少
町
俊
艶
而
無
氣
力
如
病
婦
之
着
花
粉
大
艶
而
│
而
其
艶
筋
４
オ
友
黒
主
之
謌
古
猿
丸
大
夫
之
次
也
頗
有
友
│
友
（
右
横
「
伴
」
傍
記
）
筋
之
│
其
（
右
横
「
之
」
傍
記
）
筋
｜
ナ
シ
前
次
│
次
（
右
横
「
流
」
傍
記
）
筋
逸
興
而
躰
甚
鄙
如
田
夫
之
息
花
前
也
イ
※
此
外
氏
姓
如
※
流
聞
者
不
可
勝
数
其
大
底
「
如
」
は
「
姓
」
と
「
流
」
の
間
に
小
さ
く
朱
筆
「
和
」に
朱
筆
で「
ニ（
ミ
セ
ケ
チ
）」上
書
き
右「
イ
」
ニ
※
ニ
※
皆
以
艶
為
基
不
知
和
謌
之
趣
者
也
俗
「
之
」に
朱
筆
で「
ニ（
ミ
セ
ケ
チ
）」上
書
き
右「
イ
」
和
│
ナ
シ
筋
俊
定
之
│
ナ
シ
筋
人
争
事
榮
利
不
用
和
謌
悲
哉
雖
貴
悲
哉
│
悲
哉
ゝ
ゝ
定
用
和
│
聞
和
（
右
横
「
用
詠
」
傍
記
）
筋
｜
由
詠
俊
｜
用
詠
定
兼
相
将
冨
餘
金
銭
而
骨
未
腐
於
土
中
兼
│
蕪
（
右
横
「
兼
」
傍
記
）
筋
相
将
│
将
相
前
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名
先
滅
於
世
上
適
為
後
輩
被
知
者
唯
於
│
他
本
ナ
シ
輩
│
世
定
和
謌
之
人
而
巳
何
者
語
近
人
耳
義
通
通
│
貫
筋
｜
憤
俊
定
４
ウ
神
明
也
昔
平
城
天
子
詔
侍
臣
令
撰
萬
葉
集
自
爾
以
来
時
歴
十
代
数
過
百
以
来
│
来
（
右
横
「
降
」
傍
記
）
筋
歴
│
暦
前
定
年
其
間
和
謌
棄
不
被
採
用
雖
風
其
間
│
其
後
俊
定
採
用
│
探
（
右
横
「
採
」
傍
記
）
筋
｜
採
前
俊
定
軽
イ
※
流
如
野
相
公
雅
情
如
在
納
言
而
皆
依
流
│
ナ
シ
定
相
公
│
宰
相
俊
定
｜
宰
相
（
右
横
「
相
公
」
傍
記
）
筋
雅
│
軽
筋
俊
定
依
│
以
俊
定
以
他
才
聞
不
由
斯
道
顕
伏
惟
陛
下
御
宇
聞
│
間
（
右
下
「
聞
」
傍
記
）
定
「
由
」
左
横
「
一
（
ミ
セ
ケ
チ
）」
右
横
「
以
」
傍
記
伏
惟
│
他
本
ナ
シ
陛
│
階
（
右
横
「
陛
」
傍
記
）
俊
｜
階
前
御
宇
干
│
御
宇
前
定
｜
御
天
下
干
筋
俊
干
今
九
載
仁
流
秋
津
嶋
之
外
恵
茂
秋
津
嶋
│
秋
津
州
筋
俊
定
筑
波
山
之
陰
渕
變
為
瀬
之
聲
寂
〃
閉
之
│
ナ
シ
俊
口
砂
長
為
巌
之
頌
洋
〃
満
耳
思
継
為
│
ナ
シ
前
満
│
盈
（
右
横
「
満
」
傍
記
）
筋
５
オ
既
絶
之
風
欲
興
久
廃
之
道
爰
詔
大
内
記
紀
友
則
御
書
所
預
紀
貫
之
前
甲
斐
少
目
凡
河
内
躬
恒
右
衛
門
府
生
壬
生
忠
峯
等
各
献
家
集
並
古
来
奮
謌
曰
續
萬
葉
集
イ
※
ヽ
之
イ
※
〇
※
於
是
重
有
詔
部
類
所
奉
〇
※
謌
勒
為
二
〇
※
│
曰
續
万
葉
集
定
俊
は
イ
本
注
記
前
は
「
曰
續
萬
葉
集
士
於
色
或
本
」
補
入
奉
│
奉
之
筋
前
定
｜
献
之
俊
勒
│
勤
（
右
横
「
勒
」
傍
記
）
筋
十
巻
名
曰
古
今
和
謌
集
臣
等
詞
少
春
和
歌
│
ナ
シ
前
少
│
小
俊
花
之
艶
名
竊
秋
夜
之
長
況
乎
進
恐
乎
│
哉
定
時
俗
之
朝
退
慙
才
藝
之
拙
適
遇
和
朝
│
嘲
筋
定
遇
│
過
（
右
横
「
遇
」
傍
記
）
筋
５
ウ
謌
之
中
興
以
楽
吾
道
之
再
昌
嗟
呼
人
丸
以
│
ナ
シ
筋
再
昌
│
再
唱
（「
唱
」
右
横
「
昌
」
傍
記
）
筋
人
丸
│
人
麿
俊
既
没
和
謌
不
在
斯
哉
宇
時
延
喜
五
年
斯
│
欺
筋
八
イ
※
歳
次
乙
丑
四
月
十
五
日
臣
貫
之
等
謹
序
十
五
│
十
八
前
謹
序
│
解
（
右
横
「
謹
序
」
傍
記
）
筋
三
、
特
徴
以
上
の
翻
刻
及
び
異
同
を
見
て
い
く
と
、
全
体
的
に
大
雑
把
な
傾
向
と
し
て
、
筋
切
・
前
田
家
本
（
清
輔
保
元
二
年
本
）・
俊
成
本
（
俊
成
建
久
二
年
本
）・
定
家
本
（
定
家
貞
応
二
年
本
）
の
中
で
は
、
前
田
家
本
・
俊
成
本
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
俊
成
本
は
、
一
行
の
字
数
も
近
く
、
ま
た
最
初
の
六
行
は
字
配
り
も
一
致
し
て
い
る
。
異
同
の
中
で
も
漢
字
の
用
い
方
の
相
異
は
別
と
し
て
、
主
だ
っ
た
点
を
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
作
者
名
「
古
今
和
歌
集
真
名
序
」
の
下
に
記
さ
れ
て
い
る
「
紀
淑
望
」
で
あ
る
が
、
俊
成
本
・
定
家
本
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に
は
あ
る
が
、
古
い
写
本
に
は
な
い
。
筋
切
・
前
田
家
本
に
は
な
く
、
該
本
も
な
い
。
②
文
屋
康
秀
謌
文
琳
（
３
ウ
の
三
行
目
）
こ
の
「
文
屋
康
秀
謌
」
が
入
っ
て
い
る
本
は
非
常
に
少
な
く
、
筋
切
・
定
家
本
に
は
な
い
。
建
久
二
年
の
俊
成
本
は
「
文
室
康
秀
」
と
し
「
文
室
」
の
右
横
に
「
号
文
琳
」
と
傍
記
が
あ
る
。
校
⑶本
を
み
て
も
、
補
入
で
は
な
く
こ
の
語
を
含
ん
で
い
る
の
は
前
田
家
本
の
み
と
記
さ
れ
て
い
る
。
③
曰
績
萬
葉
集
イ
※
（
５
オ
の
五
行
目
）
こ
の
「
曰
續
萬
葉
集
」
は
該
本
に
は
な
く
、
朱
筆
の
「
イ
」
と
し
て
傍
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
績
續
葉
集
」
は
仮
名
序
に
も
記
述
は
な
い
。
真
名
序
に
記
さ
れ
て
い
な
い
本
は
筋
切
で
あ
る
。
前
田
家
本
は
「
或
本
」
と
し
て
「
曰
續
績
萬
葉
集
士
於
色
」
の
補
入
が
あ
り
、
俊
成
本
も
「
名
曰
續
万
葉
集
イ
本
私
」
と
傍
記
さ
れ
て
い
る
。
校
本
を
見
て
も
、
な
い
本
は
本
朝
文
粋
本
・
伝
寂
⑷
蓮
本
・
基
俊
（
黒
川
本
の
校
異
に
よ
る
）
本
の
み
で
あ
り
、
古
写
本
に
は
な
い
本
が
多
い
。
該
本
は
筋
切
と
そ
う
近
い
と
も
言
え
な
い
。
だ
が
以
上
の
①
②
③
は
、
貞
応
二
年
定
家
本
よ
り
、
古
い
姿
を
残
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
前
田
家
本
・
俊
成
本
は
鎌
倉
初
期
の
書
写
を
伝
え
て
お
り
、
該
本
も
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
流
布
し
て
い
た
真
名
序
の
姿
を
留
め
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
注⑴
伊
達
家
旧
蔵
本
…
伊
達
家
に
伝
わ
っ
た
の
で
、「
伊
達
家
本
（
伊
達
家
旧
蔵
本
）」
と
称
す
る
。
現
在
個
人
蔵
。
藤
原
定
家
自
筆
本
（
重
要
文
化
財
）
で
あ
る
。
奥
書
に
年
号
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
書
写
の
時
期
は
わ
か
ら
な
い
が
、
片
桐
洋
一
氏
説
に
よ
る
と
貞
応
二
（
一
二
二
三
）
年
七
月
本
と
嘉
禄
二
（
一
二
二
六
）
年
四
月
本
の
間
に
書
写
さ
れ
た
か
。
定
家
六
十
二
〜
五
歳
と
な
る
。（
片
桐
洋
一
「
解
題
」
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
巻
古
今
和
歌
集
嘉
禄
二
年
本
古
今
和
歌
集
貞
応
二
年
本
』
平
成
六
年
十
二
月
朝
日
新
聞
社
）
嘉
禄
二
年
四
月
本
…
嘉
禄
二
（
一
二
二
六
）
年
四
月
に
定
家
が
書
写
し
た
本
（
国
宝
）、
定
家
六
十
五
歳
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
。
現
存
す
る
定
家
自
筆
本
は
、
以
上
の
伊
達
家
旧
蔵
本
と
嘉
禄
二
年
四
月
本
の
二
本
の
み
で
あ
る
。
⑵
該
本
の
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
ミ
セ
ケ
チ
・
補
入
に
つ
い
て
も
忠
実
に
示
し
た
が
、
異
同
部
分
の
他
本
の
ミ
セ
ケ
チ
は
採
用
し
な
か
っ
た
。
ミ
セ
ケ
チ
印
の
な
い
傍
記
の
み
示
し
た
。
⑶
西
下
経
一
・
滝
沢
貞
夫
『
古
今
集
校
本
（
新
装
ワ
イ
ド
版
）』
笠
間
書
院
二
〇
〇
八
年
。
⑷
片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
（
上
）』
講
談
社
一
九
九
八
年
。
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